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校長のつぶやき 

校長  倉本  敦 

早いもので、２月も終わろうとしています。この時期になると「１月は行く、２月は逃げる、３月は去る」

という言葉を耳にします。学校にとって、１～３月は、年度末に向けて１年間のまとめを行うとともに、来

年度に向けた目標設定を行うとても大切な時期です。まずは、「３月７日の卒業式を無事に終えることが

できますように」、「９年生一人ひとりが希望に胸をふくらませて、この学び舎を巣立っていきますよう

に」と、願うばかりです。 

突然ですが、私は常日頃から強く思っていることがあります。それは、「何を言ったか」よりも「誰が言

ったか」に重きを置いているということです。学校を例にとってみれば、子どもの心に染み入る話をする

人は一体誰なのか？答えは明白です。それは、学級担任しかり、教科担任しかり、部活動顧問しかり、学

年の教員しかり、つまり、校長以外のすべての先生方なのです。少なくとも校長が「誰が」に該当すること

はありえません。なぜか？「人は自分が愛する人からしか学ばない」からです。「子どもたちが愛する人

は、誰でしょう？」それは、授業や学校生活など常にそばにいて、自分たちの成長を見守ってもらってい

る先生方に他ならない。「先生方」＝「誰が」であると確信しています。ですから、全校集会等で校長が「裸

の王様」よろしく、涼しい顔して講釈を述べることは、極力差し控えたいと思っていました。 

しかし、９年生にとって最後の全校集会ということもあり、２月７日（金）の全校集会では、「はい よろ

こんで」少し時間をいただき話をさせてもらいました（校長って勝手ですね）。以下、その内容の概略です

が、子どもたちの中で、一人でも何かを感じ取ってもらえたなら、「裸の王様」にならずにすむのですが・・

生徒たちは、私のつたない話にも真剣に耳を傾けてくれました。 

 

私には、コンプレックスがあります。私のコンプレックスは、小学校低学年の頃から、『吃音（きつおん）』 

があることなんです。「『吃音』って分かりますか？」話す際に音や音節、言葉が途切れたり繰り返された

りして、言葉がスムーズにでてこない症状のことです。今でも治っていません。ですから、小学校、中学校

の頃は、国語の授業や道徳の授業が嫌で嫌でたまりませんでした。「なぜか？」それは、本読みがあたる

からです。 

今でも原稿を読むのは苦手です。しかも、全員が同じ原稿をもっているときなんか最悪です。他の人が

同じ原稿をもっているということは、私が次に何を話すのかが、他の人に分かるからです。言葉を言い換

えたり、ごまかしたりすることができないからです。「しかし、そんな私が、なぜ人前でしゃべる職業に就

いたのか？」それは、小学校、中学校の仲間が良かったんです。吃音のある私を誰も馬鹿にしなかった。

つっかかったり、ひっかかったりする私の言葉を最後までよく聞いてくれた。言い終わるのを待ってくれ

た。もし、私の吃音を笑ったりバカにしたりする人が一人でもいたとしたならば、私は、貝のように口を

閉ざして、一生口をつぐんでいたことでしょう。その後、大人になっても、私の吃音を笑う人は誰もいな

かった。ありがたいことに、私は人に恵まれました。 

もし、皆さんの中で、何かコンプレックスがあって、なかなか前向きに取り組めない人が、いるとするな

らば、私は言いたい。「せやーない、せやーない。問題ないけぇ」と。「たとえ今は、悩んだり苦しんだりして

いることがあったとしても、将来は、なんちゅうことはないけぇーね。大丈夫、大丈夫」と伝えてあげたい

です。私は、今でも吃音があります。言葉がスムーズに出ないときが、ちょくちょくあります。 

吃音は一生治らないと思います。でも、気にしません。私は、一生この吃音と付き合っていきま 

す。コンプレックスがある私です。吃音がある私です。それが私です。「いま私は、人前でしゃべ 

ることを生業（なりわい）としています。」 



 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

  

日 曜 行事など 給食

1 土

2 日

3 月 総下校18:00 〇

4 火 東中あいさつ運動 〇

5 水 公立一般入試（※部活動あり） 〇

6 木 公立入試（面接）、卒業式予行、９年生を送る会（※部活動中止） 〇

7 金 第78回卒業証書授与式 〇

8 土

9 日

10 月 〇

11 火 生徒集会 〇

12 水 職員会議（※部活動中止） 〇

13 木 公立合格発表（※部活動中止） 〇

14 金 7･8年参観日、学年懇談会 〇

15 土

16 日

17 月 クラスマッチ７年、ＳＣ来校、専門委員会 〇

18 火 東小学校卒業式 〇

19 水 クラスマッチ８年、学校運営協議会（※部活動中止） 〇

20 木 春分の日

21 金 東中一日入学（※部活動中止） 〇

22 土

23 日

24 月 修了式 ×

25 火 春休み開始（～4月7日）

26 水

27 木

28 金 離任式（14:30～）

29 土

30 日

31 月 辞令交付式

３月の行事予定　　※2/21現在のものです。

２月１６日（日）、しろへび駅伝大会が開催されまし
た。今年度はテスト週間中ではありましたが、本校から
もサッカー部や９年生有志のチーム、そして、東小中の
教員もチームを組んで参加しました。沿道には大勢の人
出があり、あちらこちらで温かく力強い声援が飛び交
い、大いに盛り上がりました。参加した中学生も教員も
力の限り走り抜き、大きな達成感を（教員はわずかな筋
肉痛も‥）味わうことができました。 
これからも、地域行事に積極的に関わり、地域の皆さ

んとともに発展していく学校であるとともに、小中一貫
教育目標である「ふるさとを愛し、ふるさとの人々から
も愛される子どもたちの育成」をめざしてまいりたいと
考えています。 

２月４日（火）８年生の立志式、２月１３日（木）７年

生の職業講話が行われました。 

現在、９年生は人生の岐路に立ち、進路実現をめざして

奮闘している最中ですが、８年生・７年生にとっても、今

回の学習が将来の自分像や生き方を見つめ、職業観などを

身に付ける絶好の機会になったことと思います。 

夢や目標をもつこと、困難なことから逃げずにその実現

に向けて全力で取り組むことなど、そのような態度や行動

を身に付けることが、確実に子どもたちの資質や能力、人

間性を高めていくことにつながります。今後も、キャリア

学習の重要性を認識し、教育活動に取り組んでまいります。 


